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グループワークの流れ

①事例に対してどのような事業・制度・地域資源により対応するか

グループ内で議論（20分）

各自治体における地域資源や各担当分野における支援を参考に、グループで対応方針を検討してみ

てください。

②発表（10分）

検討した対応方針について、いくつかのグループから発表いただきます。

③振り返り（10分）

グループワークを通して気づいた点、住まい支援に当たり日常の業務において悩んでいること、

相談・共有したいこと等について⾃由に意⾒交換ください。
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事例

40代男性、単身
2LDKの賃貸アパートに

一人暮らし

78歳の⺟
１ヶ月前まで
本人と同居

高卒で就職活動
（就職氷河期世代）
対⼈関係に不安
アルバイトを転々 軽度認知症

の疑い

１ヶ月前
２日間食事なし
健康状態悪化

虐待の疑い

（市役所に通報）

連絡不通

月平均15万円の収入
コロナ禍においては
特例貸付の利⽤あり

ゴミ屋敷
近隣住⺠とのトラブル

家賃滞納
強制退去勧告
税⾦滞納

公営住宅落選
転居費⽤不⾜

保証人・緊急連絡先×
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